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　多くのシリア難民が避難するヨルダンを９月に訪問。同国赤新月社
の難民支援活動に参加しました。「紛争で苦しむ人々への人道支援を
赤十字が世界で行っていると知り、胸が熱くなりました。そんな赤十
字にボランティアとして加わることができてうれしかったです」
　ボランティアに興味を持ったきっかけは、高校１年生の時に訪れた
ベトナムとカンボジア。「子どもたちの厳しい生活環境にショックを受
けました。自分の見たこと、感じたことを伝えていかなければと思い
ました」と振り返ります。ミス・ユニバースへの応募はこの時の思い
が引き金に。世界大会優勝者には、世界でのチャリティーやボランティ
ア活動に参加する特典が与えられるからです。「憧れの女性はオード
リー・ヘプバーン。美しさはもちろん、慈善活動に半生を捧げた生

き方が素敵です。彼女のような女性を目指していきたい」
　そんな中沢さんの思いを受け、日本赤十字社とヨルダン赤新月社
の連携で実現したヨルダン訪問。出会った難民の中には、学校に通
わずに働いて家計を支える子どもと病気で動けない母親もいました。
「何もできない自分に無力感も感じました。でも、日本代表に選ばれ、
メディアを通じて発信するチャンスをいただけた。この機会を生かし、
こうした現状を広く伝えていきたい」と目を輝かせます。

ミス・ユニバース日本代表

中沢 沙理さん

本物の美しさをめざして
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　激しい紛争の続くシリア北部アレッポ近郊で９月19日、支援物資を積んだシリア赤新月社の車両と倉庫が空爆を受け、数
千人分の食料や医薬品が灰塵と化しました。同赤新月社の職員１人を含む約20人の市民も犠牲に。赤十字国際委員会
（ICRC）のペーター・マウラー総裁は「紛れもない国際人道法違反で言語道断」と攻撃を非難。国際赤十字・赤新月社連盟（連
盟）の近衞忠煇会長も「我々は、シリア赤新月社への連帯の中で、人道支援に携わる人 と々ボランティアの保護を確実にす
るよう国際社会に訴えている。この紛争の当事者ではないのだから」と人道支援活動への攻撃中止を強く求めています。各
国の赤十字・赤新月社は抗議の表明としてSNSでプロフィール画像を赤くする運動を実施。日本国内でも日赤各支部・施設
をはじめとしたソーシャルメディアが赤一色に。悲しみと連帯を深めた運動は、50万人を超える人々が目にするなど、急速に広
がりました（関連記事８面）。
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国
民
の
防
災
意
識
向
上
を
目

指
し
た
「
第
１
回
防
災
推
進
国

民
大
会
」（
主
催
：
同
実
行
委

員
会
※
）
が
「
防
災
の
日
」
を
前

に
し
た
８
月
27
、
28
日
に
都
内

で
開
か
れ
、
主
催
者
を
代
表
し

て
防
災
推
進
協
議
会
会
長
、
防

災
推
進
国
民
会
議
議
長
を
務

め
る
日
本
赤
十
字
社
の
近
衞
忠

煇
社
長
が
あ
い
さ
つ
。
災
害
に

備
え
た
「
自
助
・
共
助
」
の
意

識
を
広
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
ま
し
た
。

内
閣
府
の
松
本
純
防
災
担
当

大
臣
の
開
会
宣
言
に
続
い
て
あ

い
さ
つ
し
た
近
衞
社
長
は
、
熊

本
地
震
や
大
会
直
前
に
発
生
し

た
イ
タ
リ
ア
中
部
地
震
な
ど
に

触
れ
た
上
で
、「
大
規
模
災
害
で

は
行
政
機
能
が
低
下
し
、
公
助

は
す
ぐ
に
届
か
な
い
。
一
人
一
人

が
災
害
に
備
え
る
自
助
、
地
域

で
助
け
合
う
共
助
が
重
要
だ
」

と
指
摘
。
大
会
が
国
民
の
防
災

意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
へ
の
期
待
を
表
明
し
ま

し
た
。

平
時
か
ら
市
民
連
携
を

行
政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

多
く
の
団
体
が
参
加
し
た
今
大

会
。
企
業
の
取
り
組
み
や
自
治

体
と
の
連
携
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
防
災
・
減
災
に
関
す

る
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
市
民
セ
ク
タ
ー
の
連
携
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
日
赤
本
社
救
護
・
福
祉
部

の
白
土
直
樹
次
長
が
「
市
民
団

体
間
の
効
果
的
な
連
携
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
普
段

か
ら
の
つ
な
が
り
が
大
切
」
と

指
摘
。
各
団
体
の
活
動
資
源
を

事
前
に
可
視
化
し
て
お
く
こ
と

や
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
際
の
調
査
方
法
の
共
通
化
な

ど
を
提
起
し
ま
し
た
。

ま
た
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
日
赤
は
、
救
急
法
の
基
礎
知

識
・
避
難
所
で
の
健
康
維
持

法
な
ど
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
を
展

開
。
災
害
時
に
役
立
つ
外
傷
の

手
当
て
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

症
候
群
の
予
防
法
な
ど
を
約

１
０
０
人
が
体
験
し
ま
し
た
。

千
葉
県
内
の
病
院
で
看
護
師

と
し
て
働
く
真
田
瞳
さ
ん（
26
）

は
「
院
内
の
防
災
委
員
会
の
担

当
に
な
っ
た
の
で
勉
強
の
た
め

に
参
加
し
ま
し
た
。
防
災
に
つ

い
て
学
ぶ
の
は
初
め
て
で
す
が
、

毛
布
を
ガ
ウ
ン
と
し
て
利
用
す

る
方
法
な
ど
使
え
そ
う
な
知
識

が
学
べ
ま
し
た
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
通
じ
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
な
ど
も
体
験
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

※
内
閣
府
、
防
災
推
進
協
議
会
、
防
災

推
進
国
民
会
議
の
３
者
で
構
成

若
者
に
よ
る
赤
十
字
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
は
私
た
ち
が

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
！

－
－

そ

ん
な
熱
い
思
い
を
持
っ
た
10
人
の

青
年
に
よ
る「
赤
十
字
ユ
ー
ス
委
員

会
」が
７
月
31
日
に
発
足
。
若
い
世

代
が
抱
え
る
諸
課
題
を
見
つ
め
直

す
と
と
も
に
、
赤
十
字
活
動
へ
参

加
促
進
や
海
外
ユ
ー
ス
と
の
交
流
、

若
い
世
代
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

を
提
案
し
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
と
も
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
世
界
１
９
０
カ
国

１
７
０
０
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
約

半
数
は
30
歳
以
下
の
ユ
ー
ス
世
代

で
す
。
し
か
し
日
本
で
は
、
青
年
・

学
生
の
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

約
7
０
０
０
人
と
、
全
赤
十
字

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
占
め
る
割
合
は

６
％
足
ら
ず
。
こ
う
し
た
状
況
を

打
ち
破
り
、
日
赤
の
中
で
若
者
の

力
を
さ
ら
に
輝
か
せ
て
い
く
の
が

「
赤
十
字
ユ
ー
ス
委
員
会
」
に
課

せ
ら
れ
た
役
割
で
す
。

全
国
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
10

人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地
域
や
大
学

の
奉
仕
団
な
ど
で
活
動
し
て
い
る

10
〜
20
代
の
男
女
。
委
員
長
の
神

奈
川
県
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
の
田

中
友
美
乃
さ
ん
は
「
設
立
に
あ
た

り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
思
い
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
発
想
力
と
実
現
力
を

大
切
に
、
個
や
チ
ー
ム
の
強
み
を

生
か
し
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

職
員
の
皆
さ
ま
と『
共
に
』活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

広告

第
１
回
防
災
推
進
国
民
大
会

赤
十
字
ユ
ー
ス
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

「
自
助
・
共
助
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

日
赤
近
衞
社
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ

若
者
が
主
人
公
と
な
る

赤
十
字
運
動

引き続き、皆さまのご支援を
宜しくお願い申し上げます。

2017年３月31日（金）まで、
義援金の受付を
行っております。

※ ゆうちょ銀行・郵便局の窓口でのお振り込みの場合は、
振込手数料は免除されます

※ ゆうちょ銀行の振込用紙の半券は、受領証の代わりと
なり、「免税証明書」として寄附金控除申請の際にご
利用いただけます

※ その他、銀行振込および各都道府県支部でも受け付
けています。詳しくは下記ホームページをご覧ください

【郵便振替（ゆうちょ銀行・郵便局）】
　口座記号番号
　00130-4-265072

　口座加入者名
　日赤平成28年熊本地震災害義援金

※ 日本赤十字社にお寄せいただいた「義援金」は、手
数料などはいただくことなく全額が被災県に設置された
義援金配分委員会を通じて、被災者に届けられており
ます

※ 関連事務費については、活動資金（日赤を支援くださ
る方がたからの会費や寄付金）により対応しております

【受付】　　 264億9,370万6,442円
　　  （2016年9月21日現在）

【送金】　　258億7,202万6,500円
　　  （2016年9月26日現在）

日本赤十字社ホームページ（http://www.jrc.or.jp）

平成28年熊本地震災害

全国のボランティアネットワークJVOADや全国社会福祉協議会、熊本県庁などから防災の
実践について発表があり白土次長からは災害時の日赤の役割などについて説明がなされた

若い世代がリーダーとして社会的課題に取り組む姿を当たり前のように見られる日
も、そう遠くないかもしれません

　 義援金の協力方法

義援金の受付・送金状況
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伊達赤十字看護専門学校（北海道）
http://date-kango.jrc.or.jp/
☎  0142-23-2350 入試日

平成29年１月19日（木）、20日（金）

1

浦河赤十字看護専門学校（北海道）
http://urakan.jrc.or.jp/
☎  0146-22-1311 入試日

（前期）平成29年１月19日（木）、20日（金）

2

石巻赤十字看護専門学校（宮城県）
http://www.ishinomaki.jrc.or.jp/school/
☎  0225-92-6806 入試日

平成29年１月20日（金）

3

さいたま赤十字看護専門学校（埼玉県）
http://members.jcom.home.ne.jp/3234554001/
☎  048-852-7927 入試日

平成29年１月22日（日）

4

長岡赤十字看護専門学校（新潟県）
http://www.nagaoka.jrc.or.jp/school/
☎  0258-28-3600 入試日

平成29年１月19日（木）、20日（金）

5

長野赤十字看護専門学校（長野県）
http://www.nagano-med.jrc.or.jp/school/
☎  026-226-4826 入試日

平成29年２月２日(木）、３日（金）

6

諏訪赤十字看護専門学校（長野県）
http://www.suwa-kango.jrc.or.jp/
☎  0266-57-3275 入試日

平成29年１月６日（金）

7

富山赤十字看護専門学校（富山県）
http://www.toyama-med.jrc.or.jp/school/
☎  076-442-0844 入試日

平成29年１月６日（金）

8

大津赤十字看護専門学校（滋賀県）
https://www.otsu-sn.jrc.or.jp/
☎  077-522-9646 入試日

平成29年１月12日（木）

9

岡山赤十字看護専門学校（岡山県）
http://www.okayama-med.jrc.or.jp/school
☎  086-223-6800 入試日

平成29年１月19日（木）

15

日本赤十字社助産師学校（東京都）
http://www.med.jrc.or.jp/relation/
tabid/388/Default.aspx
☎  03-3400-0112

入試日

平成28年12月６日（火）

16

京都第一赤十字看護専門学校（京都府）
http://www.kyoto1-jrc.org/vocational_school/
☎  075-533-1269 入試日

平成29年１月17日（火）

10

京都第二赤十字看護専門学校（京都府）
http://www.kyoto2.jrc.or.jp/nursing/
☎  075-441-2007 入試日

平成29年１月17日（火）

11

大阪赤十字看護専門学校（大阪府）
http://www.osaka-med.jrc.or.jp/sckango/index.html
☎  06-6774-5055 入試日

平成29年１月21日(土）

12

姫路赤十字看護専門学校（兵庫県）
http://himeji.jrc.or.jp/school/
☎  079-299-0052 入試日

平成29年１月18日（水）、19日（木）

13

和歌山赤十字看護専門学校（和歌山県）
http://www.jrcwsn.jp/
☎  073-422-4171 入試日

平成29年１月19日（木）

14

※松山赤十字看護専門学校は、平成28年度入学
生をもって学生募集を停止しました。

看護専門学校 助産師学校 大学

日本赤十字看護大学（東京都）
https://www.redcross.ac.jp/
☎  03-3409-0875 入試日

看護学部看護学科　
看護研究科看護学専攻　修士・博士課程　
看護学研究科国際保健助産学専攻　修士課程　
看護学研究科共同災害看護学専攻　博士課程　

17

２月３日（水）
11月19日（土）
11月19日（土）
11月19日（土）

日本赤十字北海道看護大学（北海道）
http://www.rchokkaido-cn.ac.jp/
☎  0157-66-3311 入試日

看護学部看護学科
看護学研究科看護学専攻　修士課程
看護学研究科共同看護学専攻　博士課程

18

２月４日（土）
２月25日（土）
２月25日（土）

日本赤十字秋田看護大学・短期大学（秋田県）
http://www.rcakita.ac.jp/
☎  018-829-4000（大学）、018-829-3000（短大） 入試日

看護学部看護学科
看護学研究科看護学専攻　修士課程
看護学研究科共同看護学専攻　博士課程
短期大学介護福祉学科

19

センター入試利用：２月11日（土）
１月21日（土）
１月21日（土）
２月11日（土）

日本赤十字広島看護大学（広島県）
http://www.jrchcn.ac.jp/
☎  0829-20-2800 入試日

看護学部看護学科
看護学研究科看護学専攻　修士課程
看護学研究科共同看護学専攻　博士課程

21

２月４日（土）
１月21日（土）
９月10日（土）

日本赤十字豊田看護大学（愛知県）
http://www.rctoyota.ac.jp/
☎  0565-36-5111 入試日

看護学部看護学科
看護学研究科看護学専攻　修士課程
※看護学研究科共同看護学専攻　博士課程

20

１月28日（土）
２月21日（火）
２月21日（火）
※実施未確定

日本赤十字九州国際看護大学（福岡県）
http://www.jrckicn.ac.jp/
☎  0940-35-7001 入試日

看護学部看護学科
看護学研究科看護学専攻　修士課程
看護学研究科共同看護学専攻　博士課程

22

２月４日（土）
１月28日（土）
１月28日（土）
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＊いずれも一般入試の直近の日程のみ示しています。推薦区分や出願期間ほか、詳細は各校のHPをご覧ください

※実施済：今年度は募集終了

※

広告

　

両
親
が
亡
く
な
っ
た
り
病
気
に

な
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
に

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
、自
分
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
て
育
て
る「
里

親
」。厚
生
労
働
省
は
毎
年
10
月

を「
里
親
月
間
」と
し
、里
親
制
度

の
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
を
全

国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。日
本
赤

十
字
社
が
全
国
９
カ
所
で
運
営

す
る
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設

で
も
、月
間
に
合
わ
せ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

特
定
の
大
人
と
の
愛
着
関
係

の
中
で
生
活
す
る
こ
と
は
、子
ど

も
の
健
全
な
成
長
に
理
想
的
な

環
境
と
い
え
ま
す
。そ
う
し
た
家

庭
環
境
が
提
供
で
き
る
里
親
制

度
は
、欧
米
主
要
国
で
普
及
が
進

ん
で
お
り
、里
親
等
委
託
率（
家

庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
の
う

ち
里
親
家
庭
な
ど
で
生
活
し
て
い

る
子
ど
も
の
割
合
）は
50
〜
90
％

に
も
達
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、日
本
で
は
里
親
制
度

そ
の
も
の
に
対
す
る
理
解
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、委
託
率

は
全
国
平
均
で
16
・
５
％（
平
成

26
年
度
末
現
在
）に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
現
状
に
、日

赤
の
乳
児
院
、児
童
養
護
施
設
で

は
、日
頃
か
ら
里
親
認
定
前
研
修

や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、里
親
サ

ロ
ン
な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
、里

親
制
度
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

秋
田
赤
十
字
乳
児
院（
秋
田

市
）は
、県
内
初
と
な
る「
秋
田
県

里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
10
月
15

日（
土
）に
開
催
。「
里
親
っ
て
養
子

縁
組
の
こ
と
？
」「
経
済
的
支
援
は

あ
る
の
？
」な
ど
里
親
制
度
の
イ

ロ
ハ
に
つ
い
て
も
お
答
え
し
ま
す
。

　

看
護
師
養
成
を
通
じ
て
、

「
人
道
」の
実
践
者
を
育
て
る

の
が
日
本
赤
十
字
社
の
看
護

教
育
で
す
。看
護
師
に
な
る
た

め
に
国
が
定
め
た
科
目
に
加

え
、「
赤
十
字
概
論
」「
災
害
看

護
論
」な
ど
赤
十
字
な
ら
で
は

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
べ
る
の

が
特
色
。赤
十
字
病
院
と
連
携

し
た
実
習
教
育
も
魅
力
で
す
。

　

現
在
、全
国
の
看
護
大
学
６

校
・
看
護
専
門
学
校
16
校
で
学

ぶ
学
生
は
４
６
５
０
人
。病

院
な
ど
日
赤
の
施
設
で
働
く

３
万
数
千
人
の
看
護
師
の
約

半
数
が
各
校
の
卒
業
生
で
す
。

　

人
道
の
実
践
は
、医
療
や
福

祉
の
施
設
内
に
と
ど
ま
り
ま
せ

ん
。大
勢
の
先
輩
が
、日
赤
の

取
り
組
む
国
内
外
の
災
害
救

援
や
海
外
紛
争
地
域
の
救
援

活
動
の
最
前
線
で
活
躍
。世
界

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。

　看護教育や看護実践のリーダーとなる人材の育成を
目指し、日本赤十字社の５つの看護大学が「共同大学院」
を今春から開校しています。夜間講義や履修期間（３年）
の延長制度など、働きながら学べるのが特色です。
　共同大学院は、北海道、秋田、豊田、広島、九州国際の５つの看護大学が持つ教育研究資源を融合
した博士課程。５大学をテレビ会議システムで結び、遠隔授業をリアルタイムで行っています。日赤
北海道看護大学の河口てる子学長・専攻長は「５大学の連携による相乗効果が確実に出ています。
志を持つ方々の研究を所属大学を越えた複数の教員でサポートします」と語っています。

秋
田
赤
十
字
乳
児
院
で
は

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

学
び
の
場
は
全
国

活
躍
の
フィ
ー
ル
ド
は
世
界
で
す

10
月
は「
里
親
月
間
」

日
本
赤
十
字
社
の
看
護
大
学・看
護
専
門
学
校

乳児院では小学校就学前までしか養育できません。退所後も自分の家庭
で育つことができない子どもたちに、他施設で18歳まで生活するので
はなく、「里親（あなた）に会えて本当によかった」と思える人生をプ
レゼントしたい！という思いで、制度の普及啓発に取り組んでいます

看護教育・実践のリーダー育成
赤十字５大学の「共同大学院（博士課程）」

入試案内



小学生～高校生のJRC
メンバー49人が参加。
「中・高校生メンバー
が良い手本になった」
「いろんな年齢の考え
方や行動を感じること
ができたのが良かっ
た」などの感想が出ま
した。

兵庫県支部での様子

青少年赤十字（JRC）

「生きる力」育む実践に
全国から熱い視線

326万9493人
メンバー数

1万3654校
加盟校

（平成27年度）　助け合いや思いやりの心を広げる教育を通じて、「人道」を実践する力を育む青少年赤十字（Junior  

Red  Cross＝JRC）に今、学校現場から大きな注目が集まっています。加盟校は幼稚園、小・中・高等学校

の36%以上。JRCのメンバー（児童・生徒）も320万人を超え過去最高規模です。たくさんの課題を抱え

る教育現場の中で、JRCはどんな役割を果たしているのか。各校の実践の中から探りました。

　 「東日本大震災から５年が経って報
道も少なくなっているので、自分たちの
目で被災地の今を見てみたい」と語る
のは、東京・世田谷にある私立下北沢成
徳高等学校JRC部の長田珠英さん（２
年）と齋藤美佳さん（２年）。
　「ボランティア体験をしたい」（長田）、
「将来は赤十字や国際NGOで働きた
い」（齋藤）という思いを抱いてJRC部に
入りました。先輩や他校のJRCメンバー
など同じ志を持った仲間と出会えたこ
とが心強いと言います。「自分一人でボ
ランティアに参加するより楽しいし、違
う人の考え方を知ることが勉強になる」

と話すのは長田さん。齋藤さんは「手話
や点字の勉強、海外JRCメンバーとの交
流などで世界が広がりました」と声を弾
ませます。

考え、実行する積み重ねが生む
「自信」

　同校のJRC部は、現在３年生４人と
２年生２人の６人。規模的にはさびし
い気もしますが、実は高校としては珍し
く全校でJRCに加盟をしており、全生徒
がJRCメンバーです。
　JRC部顧問の渋谷浩さんは「JRCの態
度目標である『気づき、考え、実行する』

をお題目に終わらせないよう、さまざま
な校内活動に反映させています。例え
ば体育祭では生徒が競技内容を企画
するのが伝統。“全員が楽しめる体育祭
に”をモットーに、運動が苦手な子も活
躍できる企画が毎年出てくる。僕ら教師
にとっても楽しみです」と語ります。
　自ら考え、実行することの積み重ね
で、生徒同士に“あの子はこんな力があ
るんだ”と認め合う関係性が生まれ、そ
こで得た自信が一人一人の行動力を高
めていると渋谷さんは強調します。
　「中学の頃は自分から意見を言う方
ではなかった」と言うJRC部の長田さん

と齋藤さんもそんな中の一人です。齋
藤さんは「クラスでの討議や委員会活
動を経験して、自分たちで考える面白さ
が分かってきました。ときには衝突する
けど、話し合えば解決できる」。長田さん
も「自分のやりたいことの意見が全体に
反映されるのが楽しい」と話します。

人の役に立つ経験でボランティア
活性化

　生徒たちの「自信」は、校外でのボラ
ンティア活動にもつながっています。例
えば、東京都支部が毎年春にJRC加盟
各校に呼び掛ける「上野動物園迷子相

談ボランティア活動」（写真右上）。同校
では希望者が殺到するため、今年は３
年生だけに応募を絞らざるを得ません
でした。また、合唱部が老人ホームを訪
問し合唱を披露する（写真右下）など、
JRC部以外のボランティア活動も活発
です。
　渋谷さんは「体育祭の企画づくりなど
を通じて、他の生徒に“面白かった”など
と喜んでもらえると、人のために行動す
る楽しさが分かるようになる。それが、
誰かの役に立ちたいという心の育成に
つながっています」と語ります。

全校で取り組む防災学習
青少年赤十字の防災教材を活用

　一色地区は埋め立て地で標高が
低く、南海トラフ地震発災の際に
は、海から1.5キロの本校間際にま
で津波が迫ってくるなど甚大な被
害が想定されています。
　ところが、これまでの防災の取り
組みは避難訓練止まり。「これでは
子どもの命を守ることはできない」
との問題意識で、昨年度から全校で
の防災学習をスタートしました。そ
の中で防災学習の教材「まもるいの
ち　ひろめるぼうさい」を活用して
います。

体系的に学べる防災知識

　東日本大震災から５年が経過し、
低学年には津波被害をイメージで
きない児童もいます。そうした点
で、この教材に含まれている津波や
土石流、火山噴火などの映像が収
録されたDVDは、災害を具体的に
理解する上で役立ちます。
　もちろん一般的な防災の知識だ
けでなく、地域の問題に落とし込ん
でいかなければ、本物の力にはなり
ません。三河地震（1945年）の体験

者に話を聞いたり、防災マップを作
成するなど地域との関連づけにも
力を入れています。

育ってきた「災害から守る力」

　防災学習にあたり、本校では目指
す子ども像に「自分の命を自分で守
れる子」を追加しました。東日本大
震災で釜石市の小中学生が率先し
た避難を実践し、自らと地域の人を
救った「釜石の奇跡」にみられるよ
う、「子どもたちが自らを守っていく
力を獲得しないかぎり、防災は機能

しない」と考えたからです。
　１年間の学習を通じ、子どもたち
の防災意識は確実に高まりました。
例えば、今年４月１日に三重県を震
源とする地震が発生しましたが、多
くの子どもたちが自宅の机の下に
隠れ、揺れが収まった後には避難所
である学校に行こうと親を促したそ
うです。
　防災学習を通じて、指示待ちでは
なく自らの判断で動ける子どもたち
が育ってきたことを実感していま
す。

トレセンで発見した
「指導」をしない指導

岩手県矢巾町立矢巾中学校副校長 石川健さん
や はば

愛知県西尾市立一色中部小学校 教務主任  稲垣育代さん
リーダーシップ・
トレーニング・
センター
集団生活や学習・体験を通

して、「気づき、考え、実行す
る」力を養うのがリーダー
シップ・トレーニング・セン
ター（トレセン）です。夏休み
を中心に各都道府県支部の
単位で開催されています。

　自然災害に向き合ってきた日赤と現場の教員が提案する「授
業ですぐ使える防災教材」。小学１-３年生用、小学４-６年生用、
中学・高校生用と３つのカテゴリーに分かれており、「自然災害
の正しい知識」「自ら考え、判断し、危険から身を守る行動」を災
害ごとに選択できる映像教材や「思いやり、優しさ、命の大切さ」
「コミュニケーション力」「想像力」を育むテキスト教材・資料を収
録しています。この教材は全国の小・中・高校（未加盟校も含む）
に配付。また、日赤のホームページからもダウンロードできます。

防災教材「まもるいのち ひろめるぼうさい」

　教師になった30年ほど前は校内暴力
の時代。生徒たちをルールに従わせ、抑
え込む生活指導にきゅうきゅうとしてい
ました。ところが、教師３年目にスタッフ
として参加したトレセンと呼ばれる研修
では真逆。子どもたちへの「指導」をせ
ず、号令もかけない。「気づき」「考え」「実
行する」のを、待つのが僕らスタッフの役
割です。びっくりしましたね。
　もちろん学校の現場からすると、トレセ
ン流の指導はある意味理想です。しかし、
すべての生徒への正解には成り得ない
のも現実です。けれど、上から抑え込む指
導だけでは、こぼれてしまう生徒もいま
す。トレセンで「待つ指導」を体験できた
ことで、生徒指導の幅が広がり、さまざま
な課題を抱える多くの子どもたちに向き
合う力が身についたと思っています。

「自己理解」通じて生きる力育む

　現在の子どもたちの一番の問題は、忍
耐力など生きる力の低下です。「子どもに
はより良い環境を」という風潮の中、大人
が先回りして問題を解決してしまう。自分

で道を切り開く経験をしていないが故
に、子どもたちは困難にぶつかった時、簡
単に折れてしまうのではないでしょうか。
　こうした子どもたちに対してトレセン
は、自己理解を重視した指導を行ってい
ます。グループごとに課題に挑戦する
フィールドワークなどで、他のメンバーの
発言や行動、自分との違いに注目させる
のです。「Ａ君はこう言ったけど、それは
なぜか？」「私はこう行動したけど、それは
こう考えたからだ」。他者というフィル
ターを通じて、自分自身への理解を深め
ていきます。
　そうやって自分を「発見」できた時、子
どもたちは変わるべき方向性を見いだし
ます。突然、エンジンがかかったように動
きだし、積極的にいろいろな提案をした
り、最終日には感動して泣き出したり。ス
タッフにとってもうれしい瞬間です。

仲間とともに困難を
乗り越える力を

　数年前に聴覚障害を持つ子がトレセ
ンに参加したときのこと。互いの学校を

紹介し合うプログラムの最後に校歌を歌
うことにしていました。聴覚に障害がある
と音程を取ることがとても困難で、歌は厳
しいんです。その子の順番が来て、みん
なが固唾をのんで見守っていました。で
も歌うことができず、最後は泣き出してし
まったんです。
　僕自身も複雑な感情を抱えて、その年
のトレセンを終えたのですが、翌年、同じ
生徒が参加。「先生、私は校歌を歌いに来
ました」と僕に声をかけ、学校紹介の際に
はみんなの前で歌ってくれた。それを見
守る仲間も素晴らしかった。歌い終えた
後の、その子のうれし涙を僕は忘れるこ
とができません。子どもたちが支え合い
ながら成長していくさまを目の当たりに
できるのが、トレセンの大きな魅力です。

「赤十字の宿
泊型研修！」

初対面に緊張した子どもたちですが、中高生
メンバー企画のレクリエーションですぐに笑
顔が広がりました。

応急手当や救急法などを学んだほか、昼食は
カレーづくりに挑戦。夜はキャンプファイアー
で熱く盛り上がりました。

意見がぶつかっても互いを尊重。いろいろな
気づきを得て、今後の学校生活にどう生かす
か考えます。

東京都私立下北沢成徳高等学校JRC部
左から齋藤美佳さん、長田珠英さん

校区の危険箇所を探して学習する生徒た
ち。愛知県西尾市立一色中部小学校は、
「まもるいのち　ひろめるぼうさい」を
きっかけに昨年度からJRCにも加盟

　命と健康を大切にする活動を通じて、地域社会や世界のことを
考えられる子どもたちを育てます。始まりは大正11年と、90年以
上の長い歴史を持っています。
　JRCへの加盟は学校や部活動単位により、幼稚園、保育所、小・
中・高等学校、特別支援学校などの中に組織されています。日本
赤十字社では研修や教材を用意していますが、活動内容は各校
が自主的に判断しています。
　赤十字は現在、世界190の国と地域に姉妹社があり、多くの国
で青少年メンバーが活動。外国では「Red Cross Youth(RCY)」と
呼ばれることもあります。学校教育の中に位置付けられているの
は日本のJRCの大きな特徴です。

青少年赤十字（JRC）とは

学校JRC部

1日目

2日目

3日目

実践目標

健康・安全

国際理解・親善

奉仕 態度目標

気づき

実行する

考え

全生徒がJRCメンバー
「誰かのために実践したい」 理科主任 渋谷浩さん

少子化の時代ですが、
この10年で

「考える」を子どもたちに
提供する取り組みが社会で
評価されています！

約73万人増

かた ず
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▲せきぜんそくの予防・軽減には、
アレルゲンとなるダニやハウスダ
ストの掃除も大切！

那須赤十字病院
〒324-8686
栃木県大田原市中田原 1081-4
TEL 0287-23-1122（代表）

知ってて良かった！

風邪でもないのに続くせき　「せきぜんそく」かもしれません 那須赤十字病院｠ 副院長（呼吸器内科）　阿久津郁夫

　気管支ぜんそくに比べて、「せきぜんそく」という病
名にはなじみがない方が多いかもしれません。しか
し、せきぜんそくは大変よく見受けられる病気です。
胸部レントゲンの異常やぜん鳴（呼吸時のゼーゼー、
ヒューヒューという音）がないにも関わらず、８週間以
上せきが止まらない慢性咳嗽の40％弱がせきぜんそ
くと考えられています。
　近年ＰＭ2.5や黄砂、アレルゲン（ダニ、カビ、ペット、
花粉…）などとの接触機会も増え、せきの症状を訴え
る患者さんが多くなっていますが、せきぜんそくの特
徴は連続するせきです。特に就寝時や深夜から明け
方に強く出ます。原則的にたんを伴わず、鼻水やのど

の痛み、発熱など、せき以外の症状もありません。風邪
ではないので、総合感冒薬や鎮咳薬を飲んでも良く
なりません。冷気・暖気、タバコの煙、会話、運動、飲
酒、精神的緊張などがせきの誘因になります。エアコ
ンの風には直接当たらないようにし、喫煙はもちろん
他人が吸っている煙にも注意しましょう。
　気管支ぜんそくと異なり、せきぜんそくにはぜん鳴
がなく、聴診器をあてても異常な音は聞こえません。
一方、気管支ぜんそくとの類似点として、気道過敏性
が強くなること、アトピー素因を持っていることなど
が挙げられます。治療しないでいると、患者の30％は
気管支ぜんそくに移行するので、せきぜんそくは気管

支ぜんそくの前段階と考えられています。早期に診断
し、治療を開始することが大事です。
　診療所などでせき止めをもらっても効果が無い場
合や原因の分からないせきが長く続くときは、呼吸器
内科・アレルギー内科の専門医を受診してください。
胸部レントゲン、ＣＴ、肺機能検査、呼気中一酸化窒素
濃度などから、せきぜんそくなのか、他の疾患なのか
を的確に診断・鑑別することができます。治療は、β２刺
激薬という気管支を拡張する薬、抗アレルギー薬のひ
とつであるロイコトリエン受容体拮抗薬を使います。
さらに吸入ステロイドという薬を使用することで気管
支ぜんそくへの移行も防げる可能性があります。

28

ながかねよし なり

がい そう

　栃木県支部は７月24日、今年で
３回目となる「赤十字キッズプロ
グラム2016」を開催。67人の小学
生が参加し、青少年赤十字（JRC）
の高校生メンバーの協力も得なが
ら、救急法や水難救助、無線通信
などを体験しました。
　盛りだくさんのメニューに元気
いっぱい挑戦した子どもたちからは
「紙とラップでコップやお皿が作れた」「役に立つことをたくさん学べてよかっ
た」「赤十字がいろんなことをやっているのが分かった」といった元気な声が。
保護者からは「心肺蘇生の体験を通して、命の大切さについて親子で学ぶこと
ができた」などの感想が寄せられました。

赤十字キッズプログラム　小学生が人命救助などを体験学習
栃木県

耐熱性ビニール袋を使った炊き出しにも挑戦しま
した

　香川県赤十字安全奉仕団と香川
県地区小型船安全協会による第31
回親子海洋教室が、７月23日、小
豆島のふるさと村で開かれ、参加
した73人の親子らが水のレジャー
の安全な楽しみ方を学びました。
　おぼれて心停止になった人の救
助法として、心肺蘇生やAED（自動
体外式除細動器）の使い方を学ん
だ後、参加者はレスキューボードやカヌー、ヨットなどにも挑戦。レスキュー
チューブやレスキューロープを使った水難救助体験も行われました。保護者か
らは「とても貴重な体験ができた」「海の楽しさだけでなく安全管理の大切さも
理解できた」という声が出ました。

楽しく安全に海を楽しもう！　小豆島で親子海洋教室
香川県

水上安全法指導員の指導の下、参加者全員が上手
に乗れるようになったレスキューボード

　「子ども連れだと献血に行きにく
い」という声に応えて、徳島市の献
血ルーム「アミコ」では７月１日か
ら８月10日まで、親子で献血ルー
ムを訪れた方を対象としたキャン
ペーンを展開。対象者には採血
ベッドの横に子ども用のいすを用
意し、親が献血する姿を見学した
子どもたちに記念品をプレゼント
しました。“パパ・ママ”の腕に針が刺さる瞬間は言葉が出ない様子の子どもた
ちも、チューブに赤い血液が流れ始めると、「痛い？」「どんな気分？」と質問攻
め。保護者からは「子どもたちに献血する姿を見せられて良かった」「世の中を
広く見られる子になってほしい」といった声が聞かれました。

献血で親の背中を見せる夏　ルームでキャンペーン
徳島県

「大きくなったら献血してね」という職員の声がけに
「針が怖くない大人になります」との回答も

　諏訪赤十字病院（諏訪市）が取り
組む出前健康講座「ハートラちゃん
講座」が地域で注目を集めていま
す。同講座は、老人クラブや介護
施設などの要望に応じて、同院の
医師・看護師らが地域に出向き、
病気予防や健康づくりなどの話を
するもの。今年４月にスタートした
ばかりですが、年内はほぼ予約で
いっぱいになるなど、好評を博しています。
　講座メニューは、救急法や幼児安全法、膝痛・腰痛、糖尿病予防、がん治療
の最新情報など11種類。「地域における高齢者支援」の講座では、参加者から
「自分で生き方を考えるための参考になった」などの声が聞かれました。

出前健康講座「ハートラちゃん講座」が大好評
長野県

公民館で行われた講座では、思い出話に花を咲か
せ、いろいろな話をしてくれました

　日本赤十字社が指定管理者とし
て運営している視覚障害者のため
の総合的な福祉施設の「神奈川県
ライトセンター」で８月２日、ウク
レレ体験教室が開かれ、11人の視
覚障害者がウクレレ演奏を楽しみ
ました。
　参加者のほとんどはウクレレ初
体験。ウクレレの形状や仕組みを
ゆっくり手で確認した後、演奏に挑戦しました。コード（和音）の練習に戸惑う
人もいましたが、マンツーマンの指導で少しずつ良い音が室内に響き始めま
す。教室の最後には全員で「ハッピーバースデー」を合奏できるまでに上達。
「これからも続けて習いたい」など、会場は参加者の笑顔であふれました。

「弾けました！」　視覚障害者がウクレレ初挑戦
神奈川県

ボディの形状や弦の位置など一つ一つを手と指で
確認してからスタート

　柏原赤十字病院（丹波市）がこの
ほど、平成28年度の優良給食施設
として知事表彰されました。
　食事を残さず食べてもらえるよ
う「目指せ！喫食率100％」を目標
に掲げ、取り組みを進める同院。
入院時には、栄養士が食事の量や
好みの聞き取りを行い、可能な限
り患者一人一人の思いに沿った食
事を提供しています。また、昼食・夕食時には栄養士が病室を訪問し食事の
状況を把握するなど、きめ細やかな栄養管理も行っています。
　知事表彰は、健康づくりの推進・向上に優れた功績があった施設が対象で、
同院の受賞はこうした取り組みが評価されたものです。

おいしく食べて健康づくり　柏原赤十字病院が知事表彰
兵庫県

看護師が栄養状態を把握するため、食事量のカロ
リーはカルテにも記載
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手回し＆ソーラー充電LEDハンドライトを５名
様にプレゼントいたします。以下の項目を明記
のうえ、郵送・FAX・メールでご応募ください。

①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢
⑤赤十字NEWS10月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥10月号で良かった記事、興味深かった記事はどれですか？（いくつでも）
　Ⓐ今月の出会い　Ⓑ第１回防災推進国民大会
　Ⓒ赤十字ユース委員会がスタート　Ⓓ平成28年熊本地震災害義援金情報
　Ⓔ入試案内日赤の看護大学・看護専門学校　Ⓕ10月は「里親月間」
　ⒼJRC　「生きる力」を育む実践に全国から熱い視線　Ⓗエリアニュース
　Ⓘ 平成28年台風10号等災害義援金情報　Ⓙシンポジウム
　Ⓚ常任理事会報告　Ⓛ健康豆知識　Ⓜプレゼント
　Ⓝ人道支援の現場から　特別編　Ⓞ2016年イタリア中部地震救援金情報
⑦赤十字NEWS のご感想、扱ってほしいテーマ、その他 Voice（読者の声）
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　平成28年８月に発生した台風10号に伴う大雨等により北海道・岩手県を
中心に大きな被害が出ました。日赤の救護班（DMAT:災害派遣医療チームを
含む）などは、医療救護や各地の避難所における巡回診療および健康相談、
医療ニーズの調査などを実施。また、毛布、緊急セット、バスタオル、パーテー
ション、敷きマットといった救援物資を配分したほか、北海道支部では被災
自治体などと調整し、被災者と役場職員を対象としたリラクゼーションルー
ムなどによるこころのケア活動を行いました。
　この災害で被災された方々を
支援するため、下記のとおり義援
金を受け付けています。お寄せ
いただいた義援金は、被害状況
に応じて案分され、各被災道県に
設置された義援金配分委員会を
通じ、全額が被災された皆さまに
届けられます。
　皆さまの温かいご支援をよろし
くお願いいたします。

※窓口でのお振り込みの場合は、振込手数料は免除されます
※窓口でお渡しする半券（受領証）は、寄付金控除申請の際に必要となります
※ ９月30日で北海道支部の受付は終了していますので、10月１日以降に収納された
義援金は、岩手県の配分委員会へのみ届けられます

義援金名称 平成28年台風10号等災害義援金

口座記号番号 00100－6－324140
口座加入者名 日赤平成28年台風10号等災害義援金

受付期間 平成28年10月31日（月）まで

平成28年台風10号等災害における
救護活動および義援金のご案内

詳しくは日本赤十字社のホームページ（http://www.jrc.or.jp）をご覧ください

　久光製薬株式会社ほっとハート
倶楽部から「救急の日」の９月９
日、AED練習器96台と救急法の
Web教材製作費が日本赤十字社
に寄贈され、日赤本社で贈呈式が
行われました。寄贈された練習器
は、本社と都道府県支部に配布さ
れ、講習に活用される予定です。
　贈呈式後に行われたAEDの体
験講習会には、同社の女子バレー
ボールチーム「久光製薬スプリングス」のメンバーでリオ五輪にも出場した石
井優希選手と長岡望悠選手も参加。「自動車教習で受講しましたが、忘れてい
ることがありました」「いざというときに備え、こういった経験は大切ですね」と
真剣な表情で感想を述べました。

久光製薬からAED機材　リオ五輪代表選手も講習体験

さすが五輪代表選手!　すぐにコツをつかみ的確に
胸骨圧迫を行う石井選手と長岡選手

　「置く人も、飲む人も、気軽にで
きる社会貢献」として沖縄県支部
が設置に取り組んでいる赤十字寄
付金付き自動販売機の台数がこの
ほど100台を突破しました。設置台
数は全国最多で、年間寄付金額は
約120万円に上ります。
　同県支部では平成24年にスター
トした寄付金付き自販機の設置促
進。設置台数が伸びているのは賛同する飲料販売会社が10社と多いのが要因
です。100台目となる自販機を社内に設置した株式会社大門商事(浦添市)の比
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会長は「飲み物を買うことで、小さな社会貢献ができる。これからも
赤十字を支援していきたい」と語っています。

置いても飲んでも日赤支援　寄付金付き自販機が100台突破
沖縄県

大門商事は、飲料会社のキャンペーンを活用し、
寄付金付き自販機とともにAEDも設置

　日本赤十字社がNHKと共同で行っている募
金キャンペーン「海外たすけあい」※（12月１～
25日）の関連イベント、赤十字シンポジウム2016を11月12日（土）に開催します。
　今年で30周年を迎える赤十字シンポジウム。多様な文化と共生、地域社会の強
化、ボランティア、イノベーションなど今求められる人道支援のあり方とは？　これ
からの人道支援のあり方を共に考えていく機会とします。
※ 世界各地の紛争、災害、飢餓、病気など、人として最低限の生活条件さえ満たされず、苦しんでいる多くの人々を支援するため
の募金キャンペーン。全国から寄せられた寄付金は援助を待つ世界中の人々のために使わせていただいています

日　　時 ：平成28年11月12日（土）13:30～15:30（開場13:00）

会　　場 ：表参道ヒルズ　スペースオー（東京都渋谷区神宮前4-12-10）

コーディネーター ：宮崎 緑（千葉商科大学 国際教養学部教授・学部長）

パネリスト ：田中 明彦（東京大学 東洋文化研究所教授）
　　　　　森田 正隆（明治学院大学 経済学部経営学科教授）
　　　　　 安田 菜津紀（フォトジャーナリスト）
　　　　     近衞 忠煇（日本赤十字社社長 国際赤十字・赤新月社連盟会長）

参加申込：入場無料ですが、事前のお申し込みが必要です（申し込み締め切りは10月28日）。
　　　　    郵便はがき、FAX、インターネットのいずれかの方法でお申し込みください。お

申し込みは１通につき１人様となります。詳しくはホームページ（http://www.
nhk-p.co.jp/redcross2016/）をご覧ください。

人道支援のあり方を考えよう
今年で30周年
赤十字シンポジウム2016

ⒸDan Vernon / IFRC
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“ 自分ごと ” として
取り組みたいシリア人道危機
　今なお激動のシリア情勢。今年8月には破壊された建物から救出された血まみれの男児の映
像が世界の注目を集めました。ところが9月19日、そのオムラン君を救ったシリア赤新月社アレッ
ポ支部の複数のトラックが空爆を受け、シリア赤関係者相当数を含む民間人20人が犠牲となる
という衝撃的なニュースが飛び込んできました。「第２次世界大戦後最悪」といわれる事態は、
もはや世界の誰にとっても人ごとで済ませられません。今私たちに求められるものは何か。日
本赤十字社の中東地域代表事務局の五十嵐真希代表が現地から報告します。

特別編

　日赤の中東地域代表の事務局があるレバノンの
首都ベイルート。街角の路地には、過去の紛争時
の銃弾の跡や壊された建物が多数残されていま
す。そして街の別の一角には、パレスチナ難民キャ
ンプ、山岳地方にはシリア難民キャンプが点在して
います。実は人口420万人の同国のほぼ３分の１
が難民で占められているのです。
　生活や安全、将来の展望などすべてに不安な
日々を余儀なくされている難民。彼らを支えている
のは、自らも難民であるパレスチナ赤新月社の医
師や看護師たち、そして、レバノン赤十字社のボ
ランティアたちです。最も脆弱な人々が少しでも普
通に生活できるよう、水や医療を提供し、雪の降
る夜には、十分なサポートができない自分を悔し
く思いながら、寄り添い、語り合う－－。
　こうした状況下の活動は、中東の赤十字・赤新
月各社に共通しています。その最たる組織がシリ
ア赤新月社です。ここでは、この６年間に54人の
シリア赤スタッフとボランティアが命を落としまし

た。にもかかわらず、今日も自身を危険にさらし
ながら人道支援に奔走しているのです。彼らを守
るのは、国際人道法で認められている中立の標章
として保護される赤新月の旗とジャケットのみ。

日赤として初のチャレンジ

　そんな中東に日赤が事務局を立ち上げたのは昨
年９月。私は、国際赤十字・赤新月社連盟の中東・
北アフリカ地域の保健コーディネーターとの兼務
で、日赤地域事務局の代表を務めています。駐在
員が常駐し、腰を据えた中東支援に取り組むのは、
日赤として初めてのチャレンジです。
　これまでも日赤は、シリアとその周辺国の赤十
字・赤新月社を通じ、難民・国内避難民に対する
支援を行ってきました。その内容は、水や食料、
住居、医療の提供など。夏には50度を超え、冬に
は雪が舞う厳しい自然環境の中、これらの支援は
“命をつなぐ頼みの綱 ”になっています。

  しかし、紛争が続く地
域の中には、赤十字・
赤新月でさえ入ることが
許されない場所が少な
くありません。最も支
援が必要な人に、支援
が届けられないので
す。その結果、どれだ
けの人の命が失われて
いるのか。言葉には言
い尽くせない焦燥感と
日々闘っています。

出口の見えない不安

アフリカやアジア各
国の支援地の多くは、

貧しいが故の問題を抱えていますが、それだけに
支援の成果が見えやすいともいえます。しかし、
貧しさとは別の、複雑な問題が絡み合った中東は
まったく別。終わりの見えない紛争の中、問題が
次から次へと吹き出し、出口を思い描くことすらで
きません。そして今日も信じられないほどの数の市
民が命を落とし、母国を離れ、難民キャンプでは
学校に通うことすらできない子どもたちが勉強でき
る日を恋い焦がれて一日を過ごしています。
　日本での中東紛争のイメージは、“ 武装勢力が
お互いに殺し合っている ” というものかもしれませ
ん。でも違うんです。犠牲者の大半は、紛争にまっ
たく関係のない普通の市民。大勢の女性や子ども
たちが、一方的に大切な「命」を失い続けています。
　そんな中東と日本との間を行き来していると、違
う次元へ旅をしているかのような錯覚に陥ります。
日本に暮らす皆さんにとって “ 別世界の出来事 ” な
のは当然かもしれません。でも、命の価値はみん
な同じはず。日本での災害やさまざまな出来事と
同じように、中東で今起きていることに関心を持っ
てほしいのです。そのことが、一人でも多くの「命
と笑顔」を守る力になると信じています。

Maki Igarashi

日赤中東地域代表　連盟・北アフリカ地域
保健コーディネーター

五十嵐 真希

シリア赤新月社の救急車に運び込まれたオムラン君

イタリア中部ペルージャ付近で8月24日に発生
したマグニチュード６.２の地震により、アマト
リーチュなど近隣の村々では多くの家屋が倒壊。
住民多数が下敷きになり、死者296人、避難者
が2500人という大きな被害が出ています。
イタリア赤十字社は300人以上のスタッフとボ

ランティアを被災地に派遣。救助活動や応急救
護、こころのケアなどに取り組みました。
日赤では、この地震の被災者支援に向けた救
援金を受け付けています。寄付いただいた救援
金は、被災者への救援物資の確保、中長期の
復興支援事業などにあてられます。

イタリア中部地震被災者支援ヘ救援金受付中 救援金名称 2016 年イタリア中部地震救援金

受付 方 法

①郵便振替（ゆうちょ銀行・郵便局）

受付 期 間 平成28年11月30 日（水） まで

②銀行振込

③クレジットカード・コンビニエンスストア・Pay-easy

※窓口でのお振り込みの場合は振込手数料は免除されます。

口座番号　00110-2-5606 ／口座加入者名　日本赤十字社

詳細は、日赤のホームページ　
検索 日本赤十字社　救援金　イタリア中部地震 をご覧ください。

（本情報は2016年9月26日現在のものです）

三井住友銀行　　　すずらん支店 　普通 2787760
三菱東京 UFJ 銀行 　やまびこ支店 　普通 2105765
みずほ銀行　　　　クヌギ支店　　 普通 0623374

※口座名義はいずれも「日本赤十字社（ニホンセキジュウジシャ）」。
※ご利用の金融機関によっては、振込手数料が別途かかる場合があります。
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